
● 脳活動イメージングセンタ（BAIC）設立

創立10周年を迎えた脳活動イメージングセンタ

ATR脳活動イメージングセンタは脳研究を多面的に支援する施設として2000年に設立され、

 

今年10周年を迎えました。その間、MRI（磁気共鳴画像装置）とMEG（脳磁図装置）を利用し

 

た多くの研究を支援してまいりました。当初からATR内ばかりでなく、大学に所属する研究者

 

にも利用いただきました。最近では、企業の研究者にも利用されています。

連絡先：㈱ATR-Promotions 脳活動イメージングセンタ

 

担当：高野佐代子

 

Ｅ-Ｍａｉl：

 

baic@baic.jp

2000

2002

2003

2004

2006

●SPM Short Course 2004 in Japan 開催

●シンポジウム「非侵襲的脳活動計測法
『fMRI』と『MEG』の現在と新しい可能性」開催

（ATR脳情報研究所との共催）

2007

2008

●SPM Short Course 2002 in Japan開催

2010

2009

●企業への実験コンサルティング開始
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2001

2005

●データ解析サービス開始

●背景と目的

●1.5T MRI装置稼働

● 3T MRI（Trio） 稼動

● 脳磁計測システム（MEG，208ch） 稼動

● 3T MRI（Verio）稼動

● MEG 400ch化

● BAICセミナーfMRI分析ソフト講習会開始

500 1000 

利用単位数の推移
（1単位=1.5時間）

●茂木健一郎著「化粧する脳」でBAIC
で実施した研究を紹介

● 「じゃんけんロボット実験」に成功
（ATR脳情報研究所とHONDA 

Research Institute の共同研究）

●CNS：fMRIによる「見ている記号

や文字の画像再構成実験」に成功

[単位]

～Brain Activity Imaging Center～

ATR内ATR外

初年度: 513単位

稼働1000単位突破

外部利用40％超

稼働1200単位突破



MRI（磁気共鳴画像装置）とMEG（脳磁図装置）

連絡先：㈱ATR-Promotions 脳活動イメージングセンタ

 

担当：河内山隆紀

 

Ｅ-Ｍａｉl：baic@baic.jp

～ＡＴＲ脳活動イメージングセンタ（BAIC）の計測装置の紹介～

●背景と目的
MRIやMEGは病院等に設置されている医療用装置です。これらの装置を利用して脳活動に

 

伴う血流の変化や微弱な磁場の変動を計測したり、発話時の口腔部位などの可視化を行うこ

 

とができます。この手法を用いた研究成果は心理学や脳科学をはじめ、工学、医療、経済学

 

などの発展に役立っています。

●特徴
BAICには、2台のMRIと1台のMEGが設置されています。これらの装置の特徴を紹介します。

-

 

400chのセンサにより高い空

 

間分解能の計測が可能
-

 

聴覚・視覚刺激の提示が可能
-

 

被験者のボタン反応採取可能
-

 

眼電、心電、筋電の同時計測

 

が可能

音に対する
誘発脳磁図とその波形

MEG （横河電機）

手を動かしたときの脳活動領域

MRI （Siemens Trio）

-

 

静磁場3Tにより微弱な脳活動

 

を計測可能
-

 

聴覚・視覚刺激の提示が可能
-

 

被験者のボタン反応採取可能
-

 

ジョイスティック反応採取が可能
-

 

偏向メガネを利用した3D画像

 

の提示が可能
-

 

眼球運動が計測可能
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MRIデータに基づく音声器官

の筋走行カラー表示

MRI （Siemens Verio）

-

 

静磁場3Tにより微弱な脳活動

 

を計測可能
-

 

被験者が入る空間内が広く、手

 

足の運動に関わる実験に最適
-

 

広い視野角の視覚提示が可能
-

 

発話などの口腔部位の計測に

 

特化した周辺機器を装備



●背景と目的

●ニューロコンサルティングサービス（2009年８月開始）

●応用脳科学コンソーシアム(CAN)  （2010年10月開始）

連絡先：㈱ATR-Promotions 脳活動イメージングセンタ

 

担当：正木信夫

 

Ｅ-Ｍａｉl：

 

baic@baic.jp

脳科学の産業応用支援
～ニューロコンサルティングと応用脳科学コンソーシアム～

脳科学研究の手法を製品開発やマーケティングに応用するニーズが高まっています。このニーズ

 

に応えるため、ATR脳活動イメージングセンタ(BAIC)は、㈱NTTデータ経営研究所（本社：東京都渋

 

谷区、代表取締役社長：谷口和道）が推進するニューロコンサルティングサービスおよび応用脳科学

 

コンソーシアムに協賛し、多様な産業応用を支援しています。

食品・飲料
a社、b社

食品・飲料
a社、b社

繊維
g社、h社

繊維
g社、h社

自動車
c社、d社

自動車
c社、d社

建設
e社、f社

建設
e社、f社

Ｒ＆Ｄ研究会員 協賛会員
EEG関連企業

A社、B社、C社

fMRI関連企業

D社、E社、F社

NIRS関連企業

G社、H社、I社

MEG関連企業

J社、K社、L社

・・・・・ ・・・・・

各企業の
マーケティングﾞ部門

各企業の
経営部門

各企業の
営業部門

各企業の
人事部門

各企業の
R&D・設計部門

アカデミー会員

＋ 個人会員

研究者・専門家
（脳神経科学・認知心理学

・行動学・言語学等）

研究者・専門家
（脳神経科学・認知心理学

・行動学・言語学等）
経済産業省・総務省

文部科学書・各業界団体

経済産業省・総務省

文部科学書・各業界団体

①応用脳科学
R&D研究会

・広く社会への情報発信
・シンポジウムの開催

食品・飲料
A社、B社、C社

食品・飲料
A社、B社、C社

建設
G社、H社、I社

建設
G社、H社、I社

自動車
D社、E社、F社

自動車
D社、E社、F社

NTTデータ
経営研究所
（事務局）

NTTデータ
経営研究所
（事務局）

②応用脳科学
アカデミー

①を中心に参加
（②・③も参加可能）

日本神経科学

学会

日本神経科学

学会

ステアリングコミッティ

①～③の全て
を企画・運営

正会員や賛助会員
に加入

特 別 会 員

①～③の方向性検討
①～③の全てに参加

CANCAN

③応用脳科学
ネットワーク

繊維
J社、K社、L社

繊維
J社、K社、L社

②を中心に参加
（③も参加可能）

・企業ニーズをフィードバック
・ポスドク等の就職機会の創出

・①～③に参加
・将来の共同研究

派遣

科学的・倫理的な助言

①～③の活動を
サポート

脳科学に関連する

他の学術領域の学会・研究者

脳科学に関連する

他の学術領域の学会・研究者連携模索

サイエンティフィック

アドバイザー

サイエンティフィック

アドバイザー

広告
M社、N社、O社

広告
M社、N社、O社

IT
S社、T社、U社

IT
S社、T社、U社

日用品
P社、Q社、R社

日用品
P社、Q社、R社

電機
V社、W社、X社

電機
V社、W社、X社

広告
i社、j社

広告
i社、j社

電機
o社、p社

電機
o社、p社

日用品
k社、l社

日用品
k社、l社

IT
m社、n社

IT
m社、n社
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「脳科学」
ユーザー企業

国内脳科学
専門企業

国内脳科学
研究機関

国外脳科
専門企業

国外脳科学
研究機関

NTTデータ

経営研究所

1.  脳科学を利用した商品開発や

 

マーケティングプロジェクトの可能

 

性検討・事業戦略の仮説を構築

2.  詳細な調査を実施し

 

仮説を検証

3. 調査結果に基づき脳科学の応用可能性

 

（ユーザー企業の事業にどのような適用可

 

能性があるか）を踏まえた事業戦略の提案

5. 選定した脳科学専門機関とのプロジェクト実行支援

脳科学研究の応用を検討している企業に対し、

 

㈱NTTデータ経営研究所が最適な手法の提案か

 

ら、実験の実施、事業化まで、一連のプロジェクトを支援します。
ATR-PromotionsはfMRI装置等を用いた実験においてノウハウ提供と装置利用支援を行います。

4. 最適な脳科学専門機関

 

を選定・プロジェクト化

ニューロコンサルティングのサービスモデル

民間企業と脳科学者が一同に会する研究プラットフォームの構築、応用脳科学研究の推進とその

 

事業活動への応用促進を目指して、

 

㈱NTTデータ経営研究所が中心となり設立されました。
ATR-Promotionsは本コンソーシアムに協賛企業として参加し、活動を支援しています。

応用脳科学コンソーシアム（CAN）の構成



神経情報基盤センター (NIJC：Neuroinformatics Japan Center)は、わが国のニューロインフ

 

ォマティクス研究を推進する組織として2005年に理化学研究所脳科学総合研究センター内に設

 

立されました。NIJCはブレインマシンインターフェース、小脳など様々なデータベースを構築する

 

委員会を立ち上げ、ニューロインフォマティクス情報を公開しています。
ニューロイメージングプラットフォーム(NIMG-PF：Neuroimaging Platform)もその一つです。脳

 

活動の非侵襲的計測法やその方法に基づく研究に関する情報収集を2005年に開始し、

 

2009 
年に一般公開されました。

ATR-Promotionsの脳活動イメージングセンタ(BAIC)はこのNIMG-PF委員会の幹事および事

 

務局として、プラットフォームの構築・拡充に貢献しています。

脳図に基づく文献検索機能

初学者のためのチュートリアルトップページ

3方向の断面で脳画像を表示し、座標からその

 

領域に活動の報告されている文献を検索して表

 

示することができます。

ニューロイメージング研究にこれから携わろうとする学生

 

や研究者のために、計測や解析手法の解説・ソフトウェア

 

の紹介・教科書の紹介等さまざまな情報を提供しています。

九大

東北福祉大

東北大

理研 産総研

金沢工大

情報通信
機構

ATR
生理研

東京
電機大

放医研徳島大
光産業
創成大

京産大
京大

北大

日本各地の脳科学研究の拠点で活

 

躍する研究者がプラットフォーム構築

 

に関わっています。
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脳イメージング研究情報の収集と公開
～ニューロイメージングプラットフォーム（NIMG-PF）構築への協力～

●背景と目的

●コンテンツ

●拠点

ニューロイメージング研究に関わる文献情報やデータを

 

キーワードを使って検索できます。

連絡先：㈱ATR-Promotions 脳活動イメージングセンタ

 

担当：能田由紀子

 

Ｅ-Ｍａｉl：

 

baic@baic.jp

http://nimg.neuroinf.jp/
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